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令和３年度 釜石公民館 

Ⅰ 運営方針・重点目標 

1．運営方針 

釜石市生涯学習推進計画に基づき、地域に根ざし地域の実情に即した公民館活動を推進して市 

  民の学習ニーズにもきめ細かに応え、生涯学習の成果が地域活動などに反映される持続可能な学 

  びの社会である「学びと実践が循環する生涯学習社会」の形成に努める。 

  なお、今年度は新型コロナウイルス感染予防対策を図り、利用者から罹患者が出ないよう細心 

の注意を払い、安全・安心な公民館事業の運営に努める。 

 

2．重点目標 

（１） 地域の生涯学習の拠点として、公民館の機能及び事業内容の充実を図る。 

（２） 地域に身近な公民館として、住民のニーズに即した学習機会の提供を図る。 

（３） 地域の保健活動の核として、住民の心身の健康の維持増進を図る。 

（４） 地域課題の解決に向け、地域づくり活動の充実を図る。 

 

Ⅱ 事業計画 

1．乳幼児期～学齢期を中心とした事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

地域ぐるみ

の子育ての

支援 

わんぱく広場 様々な学びの場や体

験の場を提供し、仲間と

一緒に遊ぶ楽しさや、創

造と新たな発見の喜び

を感じてもらうととも

に、地域住民との交流の

場なども提供し、世代を

超えた交流を図りなが

ら、子どもたちが明るく

たくましく成長する機

会とする。 

 

○ 野鳥観察会【新規】［市生活環境課（環

境保全事業）と共催事業］ 

 ① 山野の鳥観察会 

【時期】5月 16 日（日） 

【場所】福祉の森（甲子町） 

【対象】小学生など 

【講師】釜石野鳥の会 

     会長 臼 澤 良 一 氏 

【参加者数】13 名（うち子ども 5名） 

 

② 水辺の鳥観察会 

【時期】1月 15 日（土） 

【場所】片岸公園（鵜住居川付近） 

【対象】小学生など 

【講師】釜石野鳥の会 

     会長 臼 澤 良 一 氏 

【参加者数】 6 名（うち子ども 2名） 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

○ ホタル観察会［市生活環境課（環境

保全事業）と共催事業］ 

《 雨天により中止 》 

【時期】7月 9 日（金） 

【場所】中小川地区（ワッカラ渕） 

【対象】小学生など 

【講師】釜石ホタル友の会 

     会長 臼 澤 良 一 氏 

 

○ 星空観察会［市生活環境課（環境保

全事業）と共催事業］ 

① 夏の星空観察会 

【時期】8月 6 日（金） 

【場所】鉄の歴史館（駐車場） 

【対象】小学生など 

【講師】釜石ＤＭＣ 

     佐 々  学 氏 ほか 

【参加者数】24 名（うち子ども 12名） 

 

② 冬の星空観察会 

《 コロナ関連により中止 》 

【時期】2月 18 日（金） 

【場所】鉄の歴史館（駐車場） 

【対象】小学生など 

【講師】釜石ＤＭＣ 

     佐 々  学 氏 ほか 

 

○ 農業体験（米づくり）［釜石・平田・

唐丹公民館（三館）合同事業］ 

 ※ 協力：花巻農業協同組合釜石支店、

農家組合、農営組合、地域住民 

 ① 田植え体験 

【時期】5月 23 日（日） 

【場所】唐丹町川目地区 

【対象】小学生など 

【講師】農業委員 鈴 木 賢 一 氏 

【参加者数】28 名（うち子ども 3名） 

 

② 稲刈り体験 

【時期】10月 2 日（土） 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

【場所】唐丹町川目地区 

【対象】小学生など 

【講師】農業委員 鈴 木 賢 一 氏 

【参加者数】47 名（うち子ども 16名） 

 

○ 農業体験【新規】《 ばしょまえ農園 》 

［釜石小学校区放課後子ども教室「ばし

ょまえ交流館」と共催事業］ 

【時期、内容及び参加者数】 

第 1 回： 5月 27 日（木） 

土づくり（雑草取り） 

   11 名（うち子ども 9 名） 

第 2 回： 5月 31 日（月） 

土づくり（石取り） 

    11名（うち子ども 9 名） 

第 3 回： 6月 17 日（木） 

畝づくり、マルチシート張り、 

苗植え 

    10名（うち子ども 7 名） 

第 4 回：11月 15 日（月） 

収穫（さつま芋ほり） 

    13名（うち子ども 9 名） 

【場所】青葉ビル前の畑 

【対象】釜石小学校区放課後子ども教室 

   「ばしょまえ交流館」の参加児童 

のうちの希望者 

【内容】さつま芋づくり 

 

○ 音楽鑑賞【新規】［(公財)音楽の力に

よる復興センター・東北と共催事業］ 

【題名】釜石小学校 

ミュージックフェスティバル 

【時期】9 月10 日（金）➡R４年１月２０日（木） 

【場所】釜石市民ホールＴＥＴＴＯ 

【対象】釜石小学校全児童 

【内容】うたとピアノによるコンサート 

【参加者数】126 名（うち児童 105 名） 

※ 当初、9 月 10 日に実施予定（釜石

小学校体育館）であったが、コロナ関

連で延期して 1/20（木）に開催した。 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

 

○ 親子パンづくり教室 

《 コロナ関連により中止 》 

【時期】1月（予定） 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】小学生とその保護者 

【講師】市すくすく親子教室 

     施設長 村 山 明 子 氏 

 （ジャパンホームベイキングスクール認定講師） 

 

【成果と課題】 

本年度における新型コロナウイルス感染は、年度当初の第 4波から始まり、8 月

頃から第 5波が、しばらく落ち着いていたものの、年末頃から第 6 波を迎えてい

るなど、昨年度に続き、新型コロナウイルス感染の影響により、様々な制約の中で

実施する必要があったが、このような状況の中、天候（雨天）や新型コロナウイル

ス感染状況により中止を余儀なくされた事業もあったものの、昨年度に引き続き、

各種観察会を実施した。また、本年度は、新たな試みとして、釜石小学校放課後子

ども教室「ばしょまえ交流館」から協力をいただき、釜石公民館（青葉ビル）前の

畑で、さつま芋づくりを実施した。釜石小学校の高学年に関しては、校外にある畑

（小川町）で作物を栽培しているが、ばしょまえ交流館に参加している児童の多く

は低・中学年が中心であるため、畑での栽培が始めての児童であった。子ども達に

は、雑草取りや石取りなどの土づくりから、苗植えはもちろんのこと、畝づくりな

ども体験していただいた。さつま芋は、野ネズミによる被害もあったが、それ相応

のさつま芋を収穫できたこともあり、参加した子ども達は、初めての経験や新たな

知識の習得など、有意義な時間を過ごしていただいたものと思う。さらに本年度

は、釜石小学校の全児童を対象にしたプロの音楽家による音楽鑑賞を実施。当初、

新型コロナウイルス感染により中止することとしていたが、その後、改めて音楽家

や釜石小学校のスケジュール、会場や予算の確保など、様々な要因の全てが調整す

ることができ、市民ホール TETTO ホールＡを貸し切ってコンサートを実施。プロ

の音楽家による生の歌声やピアノの音色が、ホール中に響き渡り、児童は、終始圧

倒されたような姿がみられたものの、最後には、全員で釜石小学校の校歌を歌って

終了した。この音楽鑑賞は、児童から感想を聴く機会がなかったため、どのように

感じたかは定かではないものの、家庭内での会話の一つとなっただけでも十分であ

るが、いずれにしても、前向きに捉え、感じ取っていただき、何かしらの発見に繋

がっていただければ幸いである。 

今後も、新型コロナウイルス感染により、様々な制約があるものと思われるが、

感染対策の徹底はもちろんのこと、一人でも多くの子どもたちに「明るくたくまし

く成長する機会の場」を提供し、感染状況が好転した暁には、世代を超えた交流を

含め、笑顔があふれ、有意義だと感じていただくような事業を実施していきたい。 
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2．成人期～高齢期を中心とした事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

ライフサイ

クルに沿っ

た健康づく

り 

健幸サポート

事業 

誰もが自分の身体に

関心を持ち、健康づくり

に取り組みたいと思え

るような環境を整える。 

 

○ 健幸サポート相談会 

【時期】第３月曜日 

【場所】釜石公民館など 

【対象】地域住民 

【内容】血圧測定、インボディー測定、

健診結果相談、健康指導 

【参加者数】 延べ 23人 

 

○ 健幸サポート勉強会 

【時期】10月から 1月（予定） 

【場所】釜石公民館など 

【対象】地域住民 

【内容】病態別の健康教育 

 

【成果と課題】 

今年度もコロナ禍により健幸サポート勉強会の開催は見送った。釜石市の健康課

題の１つとして「脳血管疾患罹患率・死亡率が高い」ことが挙げられるため、次年

度は多くの方に、血圧と減塩について学習していく機会とし公民館や集会所等に限

らず、複数の住民が集まる場所に参加し開催できればと考える。 

健幸サポート相談会は月 1 回程度開催しており延べ 23 人の参加となっている。

年数回、体組成測定器を釜石保健所より借用し計測しているが、リピーターも増え

てきている。若い世代の波及は見られないが、継続していき自身の身体に関心を持

つ機会にしたい。 

次年度は、事業の継続を図りながら特定健診の結果説明等健診フォローを強化し

少しでも多くの若い世代へアプローチできるようにしたい。 

高齢期対象の

健康教室 

住民主体の活動の中

で、健康教育等を実施

し、自分の身体や健康

づくりに関心を向ける

ことができる。 

 

○ 健康教室 

➀ 大平運動教室 

【時期】第 2 火曜日 10:00〜11:30 

【場所】大平集会所 

【内容】体育協会講師による軽体操 

【協力】釜石市体育協会 

【参加者数】 月 5 名程度 

 

○ 各地区健康サロン 

① お茶っこうれいし 

【時期】第２金曜日 13:30～15:00 

【場所】嬉石集会所 

【内容】コロナワクチン説明会 

    減塩教室(管理栄養士同行) 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

    ニュースポーツ 

【協力】釜石市社会福祉協議会 

【参加者数】 月 10 名程度 

 

② 東前・尾崎健康教室 

【時期】第 3 木曜日 13:30～15:00 

【場所】東前集会所 

【内容】もの忘れ相談会 

    コロナワクチン説明会 

    体育協会講師による軽体操 

【協力】釜石市体育協会 

【参加者数】 月 10 名程度 

 

③ のぞみサロン 

【時期】第 3 金曜日 13:30～15:00 

【場所】望洋ケ丘集会所 

【内容】コロナワクチン説明会 

    ニュースポーツ、談話会 

【協力】釜石市社会福祉協議会 

【参加者数】 月 5 名程度 

 

④ はまさろん 

【時期】第 4 金曜日 13:30～15:00 

【場所】浜町集会所 

【内容】かみかみ 100歳体操教室 

    体育協会講師による軽体操 

    コロナワクチン説明会 

【協力】釜石市体育協会 

【参加者数】 月 7 名程度 

 

○ コミュニティ支援員事業 

① AOBA 運動教室 

【時期】毎月第 1、第３金曜日 

【場所】釜石公民館（活動室 2） 

【内容】卓球バレー 

【協力】釜石市体育協会 

【参加者数】 月 15 名程度 

 

○ 松原くらぶ（新規） 

【時期】令和 3 年 12月から開始 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

【場所】松原地区コミュニティ消防セン 

ター 

【内容】血圧のお話、病院へのかかり方 

    認知症予防教室、いきいき 

100 歳体操体験会 

【協力】釜石市地域包括支援センター 

    釜石市社会福祉協議会 

【参加者数】 月 10 名程度 

 

【成果と課題】 

 12 月より松原地区コミュニティ消防センターを会場に「松原くらぶ」がいきい

き 100 歳体操の活動を開始している。南地区(白山小学校区)のすべての町内でい

きいき 100 歳体操の自主グループが立ち上がり多くの高齢者の介護予防の機会と

なっている。現在多くの団体が自主的な活動をしており、応援センターの役割は後

方支援(相談役、年数回の健康教育)となっている。今後も住民主体の活動を細く長

く継続できるようサポートしていく必要がある。 

 課題としては、通い・集いの場がない町内会もあること、団体の多くは参加者が

固定しており新規の方が入ることが難しい、町内会で開催している団体に復興住宅

の方が入りづらい等がある。 

交流の推進 わくわく広場 様々な体験の場を提

供し、ものづくりへの

関心を高めながら、一

人ひとりの個性や能力

を生かし、豊かな心や

感性、創造性を育むと

ともに、参加者間の交

流を深めながら、仲間

づくりを始めとした生

きがいのある充実した

生活への一助とする。 

 

○ そば打ち教室 

【時期及び参加者数】 

第 1 回：6月 30 日（水） 

    7 名［定員 8名］ 

第 2 回：1月 11 日（火） 

    5 名［定員 8名］ 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

【講師】市栗橋地区生活応援センター 

主査 菊 地 秀 明 氏 

 

○ パンづくり教室 

《 コロナ関連により中止 》 

【時期】9月下旬（予定） 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

【講師】市すくすく親子教室 

     施設長 村 山 明 子 氏 

 （ジャパンホームベイキングスクール認定講師） 

 

○ お正月リースづくり［県立陸中海岸
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

青少年の家マリンランドやまびこキャ

ラバン活用事業］ 

【時期】12月 16 日（木） 

【場所】東前集会所 

【対象】地域住民 

【講師】県立陸中海岸青少年の家 

     指導員 村 上  稔 氏 

【参加者数】13 名 

 

○ やさしい陶芸教室【新規】 

 ① 豆皿絵付け 

【時期】7月 3 日（土） 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

【講師】陶芸作家 澤 田 麟太郎 氏 

【参加者数】14 名［定員 15 名］ 

 

 ② 小さな置物づくり 

【時期】2月 5 日（土） 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

【講師】陶芸作家 澤 田 麟太郎 氏 

【参加者数】20 名［定員 20 名］ 

（うち子ども 8 名） 

 

○ 体験教室（市外） 

《 コロナ関連により中止 》 

【時期】3月（予定） 

【場所】調整中 

【内容】調整中 

 

【成果と課題】 

上述の「わんぱく広場（乳幼児期～学齢期を中心とした事業）」と同様、新型コ

ロナウイルス感染により、様々な制約があったことから、中止を余儀なくされた事

業もあったが、昨年度から実施し、好評を得ていた「そば打ち教室」は、実施時期

を勘案しながら 2回実施。残念ながら本年度も（2 回とも）、打ったそばは持ち帰

っていただいた。「そば打ち教室」は、道具を始め、講師の指導対応可能人数の関

係から、どうしても少ない定員を設定しなければならないが、参加者は性別を問わ

ず、何度も参加している方もおり、参加者同士で声を掛け合いながら、時には互い

に褒め称えたりしているなど、興味や関心を抱く事業だと思われるほか、少ない人
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

数だからこそ容易に実現できる参加者同士の交流も深まる事業だと認識しているた

め、今後とも、継続して実施していきたい。また本年度は、新たな試みとして「や

さしい陶芸教室」を実施。本教室の講師は、釜石市出身で 40代男性。東京で創作

活動に励んでいたが、令和元年に当市を拠点に活動を行っている。市内での認知度

は決して高くはないが、これまで数多くの展示会等に作品を出品し、多くの受賞歴

があり、今でも関東方面で個展を開催しているなど、根強いファンも数多くいるよ

うである。講師は、陶芸を身近に感じていただき、陶芸を通じて互いに交流を深め

ていただきたいとの思いが強く、出身地（釜石市）にも、少なからず貢献したいと

の意向を聞かされたため、実施したものであった。特にも、第 2 回の「小さな置物

づくり」では、当初 15名程度の定員に対し、講師の指導対応可能人数の上限であ

った 20 名から申込みがあり、うち 8 名が子どもであった。限られた量の粘土では

あったが、当日は、置物に拘らず、ぐい呑みや皿でも可能であると講師の配慮もあ

り、多くの参加者は、時間一杯、陶芸に没頭していただいた。作品が完成するまで

には 1 ヶ月程度の時間を要するため、現時点では完成に至っていないが、完成後

（引渡し）の反応（出来栄えなど）が、より一層、改めて参加して良かったものと

感じていただければと期待している。陶芸教室に参加した多くの方からは、また実

施して欲しい。是非参加したいとの声を聞かされたこと。公民館事業に参加する方

は、高齢の女性が大半を占めているのが現状であるが、陶芸教室では、性別や年齢

を問わず参加していただける貴重な事業だと改めて感じたこともあり、今後も実施

していきたい。 

この他にも、更なるニーズの把握に努め、興味や関心を抱く事業を模索し、様々

な体験の場を提供しながら、ものづくりへの関心を高め、一人ひとりの個性や能力

を生かし、豊かな心や感性、創造性を育むとともに、参加者間の交流を含め、生き

がいのある充実した生活への一助となるような事業を実施していきたい。 

高齢者の生

きがいづく

り 

いきいき広場 新たな興味や関心を

抱かせるような学びや

芸術鑑賞、娯楽要素を

含めた催し物など、生

きがいづくりに繋がる

ような様々な場を提供

し、健康でいきいきと

した生活が送れるよう

に支援する。 

 

○ いきいきウォーキング 

 ① お花見ウォーキング 

【時期】4月 13 日（火） 

【場所】青葉ビル ⇔ 尾崎神社方面 

【対象】地域住民 

【講師】健康運動実践指導者 

      蓮 見 純 子 氏 

【参加者数】16 名 

 

 ② 紅葉ウォーキング 

【時期】11月 2 日（火） 

【場所】青葉ビル⇔鳥ヶ澤トンネル方面 

【対象】地域住民 

【講師】健康運動実践指導者 

      蓮 見 純 子 氏 

【参加者数】12 名 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

 

○ 青葉シアター（上映会）［第 2回及

び第 3 回は、みやこ映画生活協同組

合と共催事業］ 

【時期、参加者数及び上映作品】 

第 1 回： 4月 28 日（水） 12 名 

    瀬戸内寂聴一期一会 

第 2 回：10月 29 日（金） 40 名 

タイマグラばあちゃん 

 第 3 回： 2 月 25日（金）   名 

     家族はつらいよ 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

 

○ 青葉スマホ塾【新規】 

 ① はじめてのスマホ教室など 

【時期】7月 13 日（火） 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

【協力】ドコモＣＳ東北岩手支店ほか 

【参加者数】14 名 

 

 ② ＬＩＮＥを学ぼう 

【時期】2月 14 日（月） 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

【協力】ソフトバンクＣＳＲ本部 

【参加者数】11 名 

 

○ 音楽鑑賞［(公財)音楽の力による復

興センター・東北と共催事業］ 

【題名】青葉コンサート 

【時期及び参加者数】 

第 1 回：11月 13 日（土） 34 名 

第 2 回： 3月 25 日（金）   名 

【場所】釜石公民館（フリースペース） 

【対象】地域住民 

【内容】うたとピアノによるコンサート 

※ 第 1 回目は、当初9 月 18 日に、

第 2 回目は、当初 2 月12 日にそれ
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

ぞれ実施予定であったが、いずれもコ

ロナ関連で延期して開催した。 

 

○ 五葉山登山 

《 コロナ関連により中止 》 

【時期】10月上旬（予定） 

【場所】唐丹町（赤坂コース） 

【対象】地域住民 

 

○ 港見学会［釜石港湾事務所港見学活

用事業］ 

《 コロナ関連により中止 》 

【時期】3月（予定） 

【場所】釜石港 

【対象】地域住民 

 

【成果と課題】 

上述の「わんぱく広場（乳幼児期～学齢期を中心とした事業）」と同様、新型コ

ロナウイルス感染により、様々な制約があったことから、中止を余儀なくされた事

業もあったが、昨年度は「知って得する事業」と題してスマホ教室を実施したが、

スマホへの関心度が高いと思われたため、本年度から「青葉スマホ塾」に改めて、

スマホ教室を 2 回実施した。この他、既に定着している「いきいきウォーキング」

を始め、好評をいただいている「青葉シアター（上映会）」なども継続して実施し

た。 

今後も、新型コロナウイルス感染により、様々な制約があるものと思われるが、

実施時期や内容等を勘案しながら、感染対策の徹底はもちろんのこと、地域住民が

求める生涯学習のニーズ把握に努め、生きがいづくりに繋がるような様々な場を提

供し、健康でいきいきとした生活が送れるように支援していきたい。 

社会参加の

促進 

公民館自主活

動グループ支

援 

施設設備の供用を行

い、市民の自主的な生

涯学習活動を支援す

る。 

 

○ 公民館施設設備の供用 

【時期】通年 

【場所】釜石公民館 

保健福祉センター など 

【対象】地区住民 

【登録団体】61団体（2月21日現在） 

※ 登録団体は別紙のとおり 

 

【成果と課題】 

趣味や健康づくりなど、生涯学習活動の場を提供した。 

釜石公民館に登録している自主活動グループの活動拠点は、釜石公民館（青葉ビ

ル）を中心に、保健福祉センターや地区集会所等、様々な場所で活動しており、自
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

主活動グループに登録している団体数は、令和元年度末現在で 40 団体。令和 2 年

度現在で 59団体。本年 2 月 21 日現在では 61 団体と、増加傾向にある一方で、

高齢化を背景とした参加率の低下などから、活動を中止した団体もある。このよう

な背景は、他地区でも散見されているものと思われるが、居場所や生きがいを求め

る方への橋渡しを行いながら、併せて新型コロナウイルス感染対策に向けた指導も

行い、引き続き、自主的な生涯学習活動の場の提供に努め、自主活動グループの支

援も行っていきたい。 

 

芸術文化活

動の推進 

みなとかまい

し歴史講座 

郷土の文化を始めと

した、様々な歴史に触

れる学習の場を提供

し、郷土の誇りや魅力

などを再認識していた

だき、より良いまちづ

くりへの活力へ繋げる

ほか、教養を深めてい

ただくことにより、物

事に対する理解力や創

造力を高め、より一層

の生きがいづくりを見

出す一助とする。 

 

○ 史跡めぐり［生涯学習まちづくり出

前講座活用事業］ 

【時期】6月 8 日（金） 

【場所】屋形遺跡（唐丹町大石） 

【対象】地域住民 

【内容】史跡の解説など 

【講師】市文化振興課 

     主任 加 藤 幹 樹 氏 

【参加者数】8 名［定員 10 名］ 

 

○ 郷土民話教室《 おらほの民話 》 

【時期及び参加者数】 

第 1 回：11月 17 日（水） 10 名 

第 2 回： 3月 16 月（水）   名 

【場所】釜石公民館（研修室） 

【対象】地域住民 

【内容】ふるさとの昔話 

【講師】漁火の会の皆さん 

※ 第 1 回目は当初、9 月 15 日に実

施予定であったが、コロナ関連で延期

して開催した。 

 

○ ジオサイトめぐり【新規】［(一社)

釜石観光物産協会と共催事業］ 

【時期】7月 30 日（金） 

【場所】釜石鉱山とその周辺（大橋） 

【対象】地域住民 

【内容】三陸ジオパークの解説など 

【講師】釜石観光ガイド会 

     藤 井 静 子 氏 

（三陸ジオパーク認定ガイド） 

【参加者数】17 名［定員 20 名］ 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

【成果と課題】 

上述の「わんぱく広場（乳幼児期～学齢期を中心とした事業）」と同様、新型コ

ロナウイルス感染により、様々な制約から、延期した事業もあったが、ほぼ予定し

ていた事業を実施した。さらに本年度は、釜石観光物産協会から支援をいただき、

一切の経費を負担することなく「ジオサイトめぐり」を実施。北は青森県八戸市か

ら南は宮城県気仙沼までの南北約 220㎞（海岸線では約 300㎞）で、東西は約

80 ㎞のエリアが「三陸ジオパーク」と認定（平成 25 年 9 月）されており、日本

一広大なジオパークに位置付けられている。ジオパークとは、「地球・大地（ジオ 

：Ｇｅｏ）」と「公園（パーク：Ｐａｒｋ）」を組み合わせた言葉で『大地の公園』

を意味する。ジオサイトは、ジオパークの見どころとして指定された場所であり、

当市においても数々のジオサイトを有している。本年度は、その一つとして「釜石

鉱山とその周辺」を解説付きで散策した。当市のジオサイトは、橋野鉄鉱山など、

数多く指定されているため、今後ともジオサイトめぐりを継続しながら、当市が有

する様々な歴史などに触れていただき、郷土の魅力を再認識していただくことはも

ちろんのこと、より一層の教養が深まるような学習の場を提供するほか、この他に

も、生きがいづくりを見出す一助に繋がるような事業を模索しながら実施していき

たい。 

 

３．地域や世代を超えた事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

交流の場の

創出 

作品展示会・交

流会 

 

「復興住宅」では自治

会が設立され、それぞれ

の活動も活発になり、生

活も落ち着き始めたこ

の時期に、周辺住民を含

め住んでいる方々また

個人の趣味や特技を生

かし、創意工夫、創作活

動によって生み出され

た作品を広く募り、展示

することにより住民の

生きがいや創造意欲を

高め活力あるコミュニ

ティ作りに寄与するこ

と、また作品等を作り上

げる過程における住民

間交流を深める。 

 

○ 年末ごみ拾いウォーキング［釜石地

区センター会議と共催事業］ 

【時期】12月 11 日（土） 

【場所】中心市街地周辺 

【対象】みなとかまいし地区住民 

【講師】釜石市体育協会スポーツ推進員  

佐 藤 千 依 氏 

【参加者数】55 名（うち子ども 18 名） 

※ 「もちっこまつりｉｎ東部地区」の

代替え事業として実施した。 

 

○ みなとかまいし絆づくり交流会 

    もちっこまつり in 東部地区 

《 コロナ関連により事業内容変更 》 

【時期】12月（予定） 

【場所】青葉ビル（全館） 

【対象】地区住民、復興住宅住民 

【内容】調整中 

 

○ 絆づくり住民交流会 



14 

 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

《 コロナ関連により中止 》 

【時期】3月（予定） 

【場所】青葉ビル 

【対象】町内会長や民生委員を含む地域 

住民、復興住宅住民 

【内容】作品展示会など 

 

【成果と課題】 

本年度においても、新型コロナウイルス感染により、予定していた事業は全て中

止せざるを得なかったことにより、昨年度に引き続き、「もちっこまつりｉｎ東部

地区」の代替事業として、「年末ごみ拾いウォーキング」を実施。参加者への参加

賞は、昨年度は「紅白餅」を。本年度は、子どもを始めとした若い世代の方々も多

く参加していただきたい想いから、小島製菓から協力をいただき、若い世代にも人

気がある「フルーツ大福（いちご）」及び「トリュフチョコ大福」を『メモリアル

セット』として用意した。また、昨年度よりも新型コロナウイルス感染が落ち着い

ていた時期であったため、釜石小学校や釜石中学校へ改めて参加協力を行ったこと

から、定員 50 名程度として周知したところ、55 名から申込みがあった。参加者

のうち小学生が 8名、中学生が 10名参加していただき、少なからず世代間交流が

図られたものと思う。ウォーキングコースは、昨年度と同様に中心市街地を設定し

たが、昨年度と同量程度のごみを拾っていただいたため、環境意識の向上も図るこ

とが出来たと思われる。来年度こそ、新型コロナウイルス感染状況が好転すること

を期待し、2 年続けて実施出来なかった住民間交流事業を実施していきたい。 

 

４．学びの場を充実するための事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

社会教育施

設等の充実 

施設の貸館 地域の学び、考え、行

動する拠点として公民

館施設を活用する。 

 

○ 施設の貸館 

【時期】通年 

【場所】釜石公民館（活動室 1・2） 

【対象】自主活動グループなど 

 

［参考］貸館利用状況 

《令和 3 年度／1 月末日現在》 

団体数 回数 人数 

44 616 3,884 人 

《令和 2 年度／実績》 

団体数 回数 人数 

47 582 3,969 人 

  

【成果と課題】 

令和 2 年度から、公民館使用条例に基づき、許可の可否を徹底しながら施設の有
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

効活用を図っているが、新型コロナウイルス感染により、令和 2 年度は、国から全

都道府県を対象とした緊急事態宣言が発令されたことを受けて 33 日間が休館。本

年度は、岩手県独自の「岩手緊急事態宣言」の発令を受けて 34 日間（8月 19 日

から 9 月 21日まで）、活動の自粛を依頼した状況であった。このように、休館日

数や活動自粛日数は、令和 2 年度と比較してもさほど変わりはないが、本年度の利

用状況は、令和 4年 1月末日現在であるものの、実利用団体数は、若干減少して

いるが、利用回数は、既に令和 2 年度を上回っているほか、利用人数も 2 ヶ月間

を残しているが、令和 2 年度の利用人数を上回る勢いの状況であることから、地域

の学び、考え、行動する拠点となるよう、日々努めている。 

また、本年度は、最低限の空調設備（室外機）の修繕（インバータ圧縮機の交換

等）を実施したものの、それでも冬期間は、どうしても暖房能力が低いせいか、利

用者へは必ずしも快適な環境を提供することが出来ない状況が続いているが、引き

続き、より一層、空調設備の修繕に努めるとともに、照明設備などの軽微な不具合

等にも日々注視しながら、快適な施設利用に向けた環境整備を徹底していきたい。 

 

５．市民が主役の学び社会を目指した事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

生涯学習ネ

ットワーク

の形成 

センター 

だよりの発行 

公民館事業や保健事

業の周知、釜石地区管内

における町内会や自主

活動グループの活動、市

の重要事項のお知らせ

など、様々な情報を広く

発信する。 

 

○ 青葉タイムズ 

（釜石地区生活応援センターだより） 

【時期】通年（1回／月：15 日発行） 

【発行部数】約 3,000部 

 

【成果と課題】 

月１回（毎月 15 日）発行し、行政連絡員等の協力を得て、広報かまいしと一緒

に配布している。生活応援センターだよりは、公民館事業や保健事業、市の重要事

項（特にも釜石地区）の周知など、様々な情報を発信していることから、要点を明

確することはもちろんのこと、文字の大きさ、色合い、イラストを活用するなど、

誰もが読みやすい広報誌となるよう心掛けて作成している。引き続き、地域に身近

で親しみやすい広報誌となるよう作成していきたい。 

 



№ 団体名 活動内容 主な活動場所

1 釜石茶道協会 裏千家 又新会 茶道 青葉ビル

2 かまいし第九実行委員会 合唱練習 保健福祉ｾﾝﾀｰ

3 音楽サークル ブラック★かまリンズ 毎週土曜日 14:00～16:00 楽器演奏と練習 保健福祉ｾﾝﾀｰ

4 釜石年金者組合俳句会 第１水曜日 12:30～16:00 俳句学習会 保健福祉ｾﾝﾀｰ

5 釜石吟詠会 第３月曜日 13:00～16:00 詩吟の練習 保健福祉ｾﾝﾀｰ

第１･３木曜日 18:30～20:45

月１回日曜日  9:30～12:30

7 アンサンブル ル・シエル 毎週月曜日 19:00～21:00 合唱練習 青葉ビル

8 釜石手話サークル｢橋｣ 毎週木曜日 19:00～20:50 手話学習、啓発活動 保健福祉ｾﾝﾀｰ

9 釜石日本語教室 桜会 第２・４日曜日 10:00～11:30 日本語指導 保健福祉ｾﾝﾀｰ

10 Ｗｉｎ-Ｗｉｎ 不定期 14:00～17:30 演奏練習 青葉ビル

11 リボンフラワー 第３木曜日  9:00～15:00 リボンフラワー作成 青葉ビル

12 （釜石草月会）華道こども教室 第１日曜日 10:00～12:00 生花教室 青葉ビル

13 釜石市民絵画教室 第２･４水曜日 13:00～16:00 絵画教室 青葉ビル

14 ＮＰＯ法人 ｅネットリアス 第１･２火曜日  9:00～15:30 パソコン学習 青葉ビル

15 青い空の会 第３火曜日 12:30～16:00
地域サロン
「よったんせ」

青葉ビル

16 漁火の会 第３水曜日 12:00～15:00
釜石近郊の民話
の発掘・発表

青葉ビル

17 なでしこクラブ 第１・３月曜日 12:00～15:00 パッチワーク 青葉ビル

18 あすなろ手作り小組 第４火曜日  9:00～12:00 パッチワーク 青葉ビル

19 釜石ユネスコ協会 不定期 12:00～15:00 活動報告・検討など 青葉ビル

20 囲碁・将棋教室 毎週木曜日 12:00～15:00 囲碁・将棋 青葉ビル

21 釜石寺子屋クラブ 第１土曜日 13:00～15:00 論語の勉強会 青葉ビル

22 グループスマイル 第２・４金曜日 10:00～12:00 絵画教室 青葉ビル

23 そらまめの会 不定期 13:00～15:00 俳句の勉強会 青葉ビル

24 ＭＵＲＡＩトリオ 不定期 不定期 クラリネットの練習 青葉ビル

25 劇団くろがね 不定期 不定期 演劇 青葉ビル

26 美術集団　サムディ４５ 不定期 不定期 美術作品展など 青葉ビル

27 琴城流大正琴　白百合会 不定期 不定期 大正琴の練習 青葉ビル

28 岩手三曲　釜石支部 不定期（年数回） 13:00～15:00
総会・会議等
(琴や尺八などの演奏)

青葉ビル

29 日米勉強会 毎週火曜日 10:00～12:00 英語勉強会 青葉ビル

30 愛のロマンスの会 水曜日（月２回程度） 10:00～12:00 ギター教室 青葉ビル

31 みんなの合唱団 不定期 13:00～15:00 コンサートの練習 青葉ビル

32 パステルｃｌｕｂ 第３土曜か日曜日 12:00～15:00 パステル教室 青葉ビル

33 釜石ギター友の会 第２･４土曜日 13:00～15:00 ギターの練習 青葉ビル

令和４年２月２１日 現在

6 書道研究　篁会 書道勉強会 保健福祉ｾﾝﾀｰ

　      文化　 　　　釜石公民館 自主活動グループ

利用日時

不定期

不定期



№ 団体名 活動内容 主な活動場所

1 たんぽぽ 第１･３水曜日  9:30～12:00 健康体操 保健福祉ｾﾝﾀｰ

2 太極はまゆり会 毎週水曜日 13:30～15:00 太極拳の練習 青葉ビル

3 ＧＯＧＯ フレッシュ 第１･３火曜日  9:30～12:30 健康体操 保健福祉ｾﾝﾀｰ

4 ほっぷすてっぷの会 毎週月・金曜日  9:30～11:30 健康体操 保健福祉ｾﾝﾀｰ

5 ＧＯＧＯ スマイル 第２･４水曜日  9:30～12:30 メタボ体操 保健福祉ｾﾝﾀｰ

6 ちすがグループ 第１･３金曜日 18:30～20:00 健康体操 保健福祉ｾﾝﾀｰ

7 １・２ジャンプ 第２･４木曜日 13:00～15:00 健康体操 青葉ビル

8 大平バウンディ 毎週木曜日 10:00～11:30 バウンドテニス 大平集会所

9 大平町内会ひまわり会 第３月曜日 10:00～13:00 スポーツなど 大平集会所

10 楽しくエクササイズの会 毎週金曜日 18:30～20:00 有酸素運動、 ストレッチなど 青葉ビル

11 ダンスサークルＭＪ５ 毎週水曜日 17:00～21:00 ダンスの練習 青葉ビル

12 すみれ会 隔週水曜日 10:00～12:00 健康体操 青葉ビル

13 天神復興住宅自治会 毎日  9:00～ 9:30 ラジオ体操 天神復興 住宅内

14 フレンド運動教室 第１・第３金曜日 13:30～15:00 メタボ解消体操 保健福祉ｾﾝﾀｰ

15 大町復興住宅１号棟 毎週火・金曜日  8:30～ 9:00 ラジオ体操
大町復興

住宅１号棟内

16 只越復興住宅４号棟 毎日 10：00～11：00 ラジオ体操
只越復興

住宅４号棟内

17 大只越復興住宅１号 毎週火・金曜日  9:00～11:00 ラジオ体操・お茶っこ
大只越復興
住宅１号棟内

毎週火曜日 10:00～10:30 ラジオ体操

毎週水曜日 13:30～15:00 お茶っこ

19 只越はまゆりクラブ 毎週月曜日 13:00～15:00 スカットボールなど 青葉ビル

20 エクササイズサークル 毎週金曜日 12:00～15:00 エクササイズ 青葉ビル

21 釜石ポスチュアウォーキング ポスチュアウォーキング 青葉ビル

22 こまくさ会 週１回（不定期）  9:00～12:00 卓球など 青葉ビル

23 おひさま 不定期 10:00～12:00 チベット体操 青葉ビル

毎週火曜日 13:00～15:00

毎週水曜日 18:30～20:30

25 釜石トライアスロン協会 不定期 不定期 打合せなど 青葉ビル

26 なかよしグループ 毎週木曜日  9:00～12:00 卓球 青葉ビル

27 只越さくら会 毎週土曜日 13:00～15:00 卓球 青葉ビル

28 太極剣の会 毎週月曜日 10:00～12:00 太極剣、養生功、太極拳等 青葉ビル

令和４年２月２１日 現在

　     運動　　　　釜石公民館 自主活動グループ

利用日時

18
只越復興住宅１号棟
さくら会

只越復興
住宅１号棟内

不定期

24 かまいし太極拳クラブ 太極拳の練習 青葉ビル



 

令和４ 年度 釜石公民館事業計画概要について 
 
Ⅰ 運営方針（基本方針） 
 釜石市生涯学習推進計画に基づき、地域に根ざし地域の実情に即した公民館活動を推進して市民

の学習ニーズにもきめ細かに応え、生涯学習の成果が地域活動などに反映される持続可能な学びの

社会である「学びと実践が循環する生涯学習社会」の形成に努める。なお、今年度は新型コロナウ

イルス感染予防対策を図り、利用者から罹患者が出ないよう細心の注意を払い、安全・安心な公民

館事業の運営に努める。 

 

Ⅱ 事業計画（主催事業） 

１．わんぱく広場 

 目的：様々な学びの場や体験の場を提供し、仲間と一緒に遊ぶ楽しさや、創造と新たな発見の喜

びを感じてもらうとともに、地域住民との交流の場なども提供し、世代を超えた交流を図り

ながら、子どもたちが明るくたくましく成長する機会とする。 

〔時期〕ＧＷ、夏休み、冬休み、春休みなど 〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、地区集会所など 

 〔対象〕地区の児童、生徒、かまいしこども園園児及び保護者 〔内容〕ものづくりや体験など 
 
２．わくわく広場 

 目的：様々な体験の場を提供し、ものづくりへの関心を高めながら、一人ひとりの個性や能力を

生かし、豊かな心や感性、創造性を育むとともに、参加者間の交流を深めながら、仲間づく

りを始めとした生きがいのある充実した生活への一助とする。 
〔時期〕年５回程度       〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、地区集会施設 

 〔対象〕地区住民        〔内容〕体験活動、料理教室、ものづくりなど 

 

３．いきいき広場 

 目的：新たな興味や関心を抱かせるような学びや芸術鑑賞、娯楽要素を含めた催し物など、生き

がいづくりに繋がるような様々な場を提供し、健康でいきいきとした生活が送れるように支

援する。 

 〔時期〕年５回程度          〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、地区集会所など 

 〔対象〕地区住民（主に高齢者） 〔内容〕芸術鑑賞、講話、軽運動など 

 

４．みなとかまいし歴史講座 

 目的：郷土の文化を始めとした、様々な歴史に触れる学習の場を提供し、郷土の誇りや魅力など

を再認識していただき、より良いまちづくりへの活力へ繋げるほか、教養を深めていただく

ことにより、物事に対する理解力や創造力を高め、より一層の生きがいづくりを見出す一助

とする。 

 〔時期〕年４回程度    〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、市内の歴史名所など 

 〔対象〕地区住民     〔内容〕講話、見学など 

 

５．健康教室 

 目的：健康講話、料理教室、軽運動などの様々な機会を捉えて、市民の健康づくりへの意識向上 

  を図り、健康で安心して暮らせるまちづくりにつなげる。一部地区では、地区組織や震災支援

ボランティアと連携しながら、住民の集まる場としてのサロンやサークルなど、自主的な活動

への発展を目指す。 

 ○ 健康教室 

 〔時期〕随時       〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、各地区集会所等 

 〔対象〕地区住民     〔内容〕講話、軽運動、調理実習など 

 ○ 釜石地区健康サロン 



 

 〔時期〕随時       〔場所〕嬉石地区集会所、東前集会所、望洋ヶ丘集会所、浜町集会 

                  所、松原地区コミュニティ消防センター等 

 〔対象〕地区住民     〔内容〕健康相談、軽運動、談笑など 

 

６．健康相談 

 目的：健康に関する悩みの相談を受け適切な助言を行うことにより、問題解決に導き、相談者が 

  健康的な生活を送れるようにする。 

  特にも血圧・減塩について学習していく機会を設ける。 

（当市が脳血管疾患罹患率・死亡率が県下でも高いことから。） 
 〔時期〕随時       〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）等 

 〔対象〕地区住民     〔内容〕保健師によるメタボや健康全般に関する個別相談 

                  血圧・減塩について学習する相談ないし講話等 

 

７．作品展示会・交流会 

目的：「復興住宅」では自治会が設立され、それぞれの活動も活発になり、生活も落ち着き始め

たこの時期に、周辺住民を含め住んでいる方々また個人の趣味や特技を生かし、創意工夫、創

作活動によって生み出された作品を広く募り、展示することにより住民の生きがいや創造意欲

を高め活力あるコミュニティ作りに寄与すること、また作品等を作り上げる過程における住民

間交流を深める。 

  

年末ごみ拾いウォーキング［釜石地区センター会議と共催事業］ 

【時期】12月頃 

【場所】中心市街地周辺 

※ 「もちっこまつりｉｎ東部地区」の代替え事業として 

 

 みなとかまいし絆づくり交流会 

    もちっこまつり in 東部地区 

【時期】12月頃 

【場所】中心市街地周辺 

 

 絆づくり住民交流会 

【時期】3月（予定） 

【場所】青葉ビル 

【対象】町内会長や民生委員を含む地域、住民、復興住宅住民 

【内容】作品展示会など 

 

 イオンタウン釜石内でのサロン活動等[釜石地区センター会議と共催事業]の開催（検討中） 

 釜石地区センター会議のメンバーであるイオンタウン釜石さんから地域貢献として、 

イオンタウン釜石内の場所提供の申し出があったことから（２月）、次年度から 

定期的な催し物を開催したい。 

【場所】イオンタウン釜石内の空き区画やホール、フリースペース等 

【対象】釜石地区地域住民、復興住宅住民、そのほか 

【内容】サロン活動や勉強会、講演会などの地域住民のための催し物を開催したい。 

    例）認知症予防講座、フレイル予防講座、防災講座ほか  

 

Ⅲ その他 

１．センターだよりの発行 

 目的：公民館事業や保健事業、市の重要事項（特にも釜石地区）等を広く情報発信する。 



 

 〔時期〕毎月１回（15日発行） 

 〔部数〕青葉タイムズ（センターだより）    約 3,000部／回 

 

２．地域会議 

 ○みなとかまいし地区会議  目的：住みよく誇りの持てるまちづくりなど 

  

３．公民館自主活動グループ等支援 

 目的：施設設備の供用を行い、市民の自主的な生涯学習活動を支援する。 

 〔時期〕通年       〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、保健福祉センターなど 

 〔対象〕地区住民     〔内容〕公民館施設設備の供用 

 
 その他、共催事業や後援事業、震災支援関係事業などについても、公民館運営方針に基づき積極

的に実施し、地域に身近な公民館として生涯学習の推進に努める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


